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第２７回入学式の言葉を紹介します。 

 

 

PTA会長祝辞 
PTA会長 高橋 尚明 

ご入学おめでとうございます。先日、皆さんが小学
校を卒業された頃にはまだ一部に雪が残る景色でし
たが、その雪もすっかり溶け、札幌も春らしい景色と
なりました。この春の佳き日に平岡緑中学校に入学さ
れた皆さん、ご入学おめでとうございます。 
新入生の皆さんにとって、新しい環境での新しい学

校生活が始まる日です。これまでは無かった制服に身
を包み、今までとは異なる教室の雰囲気の学び舎で多
くの事を学んでいくことと思います。その心の中に
は、多くの期待と少しの不安、ワクワクとドキドキが
あると思います。皆さんが想像するとおり、小学校と
中学校ではいろいろな事が変わってきます。大きな環
境の変化として、新しい友人や先生との出逢いがあり
ます。春は別れと出会いの季節です。中学校入学を期
に学校が変わってしまった友達もいれば、この入学式
で出逢った新しい友達もいると思います。何かの縁で
出逢った皆さんが、その出逢いを大切にされることで
沢山の気付きや経験にもつながっていきます。これま
での友達との関係性も大切にしつつ、今日とこれから
の新しい出逢いを大切にしてください。 
そしてもう一つ大きく変わることは、皆さん自身が

自分で考えて決めたり、自分で行動したりする機会が
増えるということです。中学生となった皆さんは、行
動範囲が拡がるとともに様々な選択肢が増え、自分自
身で考えなければならない事が増えてくると思いま
す。もしかすると「中学生になったのだから自分で考
えよう」とか「自分でやってごらん」と言われる機会
が増えるかもしれません。皆さん、是非色々なことに
チャレンジをしてみてください。ただし、チャレンジ

する前には、必ずご家族に相談することも忘れないで
ください。 
皆さんは、可能性の塊です。その可能性を開花させ

るためには、皆さん自身で考え、沢山の努力を重ねる
必要があります。そして、その結果にもしっかり向き
合わなければなりません。納得できる結果もあれば、
必ずしも納得できない結果である場合もあるかもし
れません。ですが、皆さんが積み重ねていく様々な経
験は、必ず皆さんの将来につながります。 
これからの３年間は、皆さんが将来やりたいことを

具体的な目標として探していく３年間であり、自分自
身の可能性を高める 3年間です。皆さんが今日感じた
ワクワクやドキドキを忘れず、勉強はもちろん部活動
や地域の課外活動などいろいろなことにチャレンジ
し、中学校生活を楽しんでください。 
 本日、ご出席されているご家族の皆様におかれまし
ても、お子さまのご入学、誠におめでとうございます。
ご家族にとっても目に見えてお子さまが成長される
期待に膨らむ３年間のスタートと思います。本校の
PTAといたしましても、ご家族の皆様のご協力ならび
に、地域の皆様のご協力を頂きつつ、少しでも生徒さ
んたちの学校生活に寄与できればと考えております
ので、皆様のご理解ならびにご協力を頂ければ幸いで
す。 
ご入学された新入生の皆さん、改めてご入学おめで

とうございます。 
皆さんの中学校での活躍と成長を祈念して祝辞の

結びとさせていただきます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校 HP の QR コード 

学級 PTA、PTA総会は４月 18日（金）です。ぜひ、お越しください。  

13：40～14：30 公開授業  

14：45～15：05 学級ＰＴＡ （各教室） 

15：15～16：15 ＰＴＡ総会・体育文化振興会総会（３Ｆ多目的室Ａ）   

 ※上履き（スリッパ）持参。自家用車での来校はご遠慮ください（近隣の商業施設への駐車もおやめください） 

 

 

 



新入生喜びの言葉 

新入生代表  
 

雪も溶け、頬に当たる風にも暖かさを感じられる
ようになった今日、私たちは新しい制服に身を包
み、この平岡緑中学校に入学しました。 
これから平岡公園小学校の仲間達とまた一緒に

学べる喜び、新しく三里塚小学校をはじめ他の小学
校から来た仲間たちと出会い、今までに知り合って
いた何人かの友達の他に、もっとたくさんの友達が
できると思うと、楽しみで仕方ありません。 
その一方で、勉強の範囲が増えたり、慣れない環

境の中での学校生活など、不安もあります。ご指導
いただく先生方や先輩に教えていただき、日々成長
していく中学校生活を送りたいと思っています。 
まず初めに、多くの仲間と関わり合える「委員会」

に興味があります。その中でも私は、「生徒会執行
部」に入りたいと考えています。私は、小学校の時
に書記局をしていました。そこで、書記局の仲間と
一緒に、今までなかった学校のキャラクターを作っ
たり、30 周年にちなんだクイズを作ったりしまし
た。とても楽しい体験でした。そのため、中学校で
も、生徒会活動でこの経験を生かしていけたらいい
なと思っています。 
また、「緑萌祭」が楽しみです。昨年、先輩たち

の歌声を聞いて、とても感動しました。私も仲間た
ちと共に協力し合い、思い出に残る行事にしていき
たいと思います。 
次に、勉強面についてです。「定期テスト」とい

う初めての体験。今までよりさらに一生懸命、勉強
していかないといけないと思います。そのため、授
業はもちろん、「復習」などの家庭学習もしっかり
取り組んでいきたいです。 
「楽しいこと」も「不安なこと」も多くの友達と

仲間になることで、中学校生活はよりよい生活にな
ると思います。そういった「人間関係」を大事にし
て、クラスの友達、先輩達や先生方との関わりを多
く築いていきたいと思います。 
今日から中学校生活が始まります。戸惑うことや

分からないこともたくさんあります。先生方や職員
の皆様、そして先輩達にはご迷惑をおかけすること
もあるかと思いますが、温かいご指導よろしくお願
いします。 
保護者の皆様、まだ未熟な私達ですが、これから

日々成長していく姿を、温かく、時には厳しく、見
守っていてください。 
最後に、校長先生をはじめ、先生方、職員の皆様、

ご来賓の方々、保護者の皆様、本日は私達の新たな
扉を開く「入学式」という場所を用意してくださり、
ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

在校生歓迎の言葉 

在校生代表  
 

日を追うごとに暖かくなり、春の日差しが心地よ
く感じられる季節となりました。本日、新たな一歩
を踏み出すことになった新入生の皆さん、ご入学お
めでとうございます。私たち在校生一同は、皆さん
の入学を心から楽しみにしていました。 
 ６年間通い、たくさんの思い出がある小学校を旅
立ち、中学生となった今、これから始まる中学校生
活に、期待や希望を抱いていることでしょう。その
反面、初めての環境や新たな人間関係に不安を感じ
る人もいると思います。私も２年前は、これからの
中学校生活はどうなるのだろうと心配していまし
た。しかし、私はクラスメイトや先生方、先輩方に
たくさん助けていただきました。新入生の皆さんも
不安を一人で抱え過ぎず、先生方や私たちを頼って
ください。そして、少しでも早くこの平岡緑中学校
での生活に慣れ、安心して学校生活を送ってほしい
と心から願っています。 
 中学校では、小学校よりも生徒が自ら考えて取り
組む事が多くあります。昨年は大運動会や学校祭で
ある緑萌祭を行いました。緑萌祭の学級合唱で歌っ
た歌は自分達で選び、練習も自分達で計画して行い
仕上げたものです。このように、中学校では生徒が
自主的に活動する機会が多くあり、学校行事にはと
ても活気があります。 
 また、委員会活動では強化週間において、それぞ
れの委員が各委員会の目標に沿った、学校をより良
くするための活動を考え、行っています。小学校と
違い、全員が委員会に入るわけではありません。だ
からといって、委員や特定の人が頑張るだけでは学
校は良くなりません。生徒会の一員である私たち一
人一人、全員で協力してこの平岡緑中学校を共によ
り良くしていきましょう。 
 中学校と小学校での最も大きな変化の一つに部
活動があると思います。部活動では自分の興味があ
ることや好きなことができるのはもちろん、２年生
や３年生と関わる機会が増えます。先輩方からは、
技術面だけでなく、礼儀や仲間と協力することの大
切さを学ぶことができます。平岡緑中学校にはいろ
いろな部活があります。部活動見学も予定されてい
るので、少しでも興味が湧いたものがあれば積極的
に入ってみてください。 
 これから始まる中学校生活は３年間と、小学校の
半分しかありません。皆さんが思っているよりあっ
という間です。だからこそ、自分がやりたいことや、
やってみたいことを見付けてチャレンジしてみて
ください。失敗して困ったときは、私たち先輩や先
生方を頼ってください。きっと良いアドバイスがも
らえます。そして、皆さんの周りには、同級生とい
う一番近くにいて一番頼れる仲間がいます。ですか
ら、安心して私たちや新たな仲間と共に頑張ってい
きましょう。 
 新入生の皆さん、私たちは皆さんと過ごす学校生
活を楽しみにしています。皆さんが充実した実りの
ある学校生活を送ることを心からお祈りして、歓迎
の言葉といたします。 


